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厂
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●
ク

耳

シ

ビ

の

稚
魚
に

寄
生
す
る

　

　
　
　

「

ペ

ン

ネ

ヲ
」

　

昨
年
の

九
月
二

十
五

日
、

房
州

産
と
い

ふ

シ

ビ

の

子

供

を
二

尾

得
陀

。

件
の

シ

ビ

は
、

體
長
（

尾
鰭
を

除
く

） 、

一

方
（

A
）

が

二

〇・

三
糎、

弛
（

B
）

が
二

一

糎
で．

其
の

胸
・

背・
臀
鰭
の

形

默、

側
線
の

曲
り

工

合
な・
ど
か

ら
見
て

、

恐

ら

く
ク

ロ

シ

ゼ

　

魯
謡

葦
謹
窃

ミ
 

ミ

量
の

鰲
で

あ
ら
・
・

と
・
心

ふ

纛
耀
崎

霜

葎
髴
濕

擁

魏
、

、

　
さ

て
、

上

記
の
シ

ビ

の

腹
面
に

は、

各
一

個
つ

よ

の

「

ペ

ン

ネ

ラ
」

が

寄
生
し
て

居
把

。

A
で

は、
「

ペ

ン

ネ

ラ
」

は
、

右
方
の

腹
鰭

の

基
部
か

ら

少

し
（

約

五

粍
）

後

方
に

隔
つ

だ

處

註
一
）

に

體
を

挿

入

し
、

頭
端
は、

魚
の

腹
壁
を

破
つ

て

腹
腔
に

逹
し

、

更
に

其
の

部
分
に

在
る

宿
主

の

肝
臓
の
一

部
を

も

貫
い

て

其
の

背
側
に

及
ん

で
居
だ

．

叉

B
で

は
、

寄
生
蟲
は

膩

門
か．
ら
約
二

・

三

糎
前
方、

體

の

腹
部
正

中
線
か

ら
約
八

粍

右
方
に

隔
つ

だ

靂
に

附

着
し、

其

頭

部
は、

同
じ

く

腹
壁
を．
破
つ

て

腹
腔
内

に

逹
し
て

居
だ

。

　

　
（

註
一
）
　
此

部
は、
勿

論
、
宿

主
が

腹

鰭
な

疊
む

塲

合
に

は

其
の

下
に

隱
れ

る
じ

　

腹
腔
内
に

侵
入

し
て

居
る

寄
生
蟲
の

部
分
に

は
、

宿
圭
の

組

織

か

ら

出
察
だ

嚢
が

被
つ

て

居
る

か

ら、

腹
腟
を
切

開

し
た

丈
で

は

直
接

に

寄
生
蟲
の

體
を

認
め

る

こ

と
は

出
來
諏

。

殊
に

寄
生

蟲
の

（

雜、
　

録）
　

○
ダ

ロ

シ

ピ

の

稚

魚
に

寄
生

で

ろ
「

ペ

ソ

ネ

ラ
←

　

頭
替

包

む

部
俶
は

其
の

嚢
の

壁

が

著
し

ぐ

厚
い

か

ら
、

其
離
は

球

　

駄
に

膨
れ

て
、

恰

も、
’

可

な

b
大
な
一

種
の

腫
瘍
が

其
處
に

出
來

　
て

居
る

や
う
に

見

え
る

。

此
の

球

歌
部
は

、

A・
お

双

方
の

塲

合
に

　

於
τ
、

共

に
、

直
徑

約
七

粍
を

算
し
た

。

球
状
部
を

切

開

し

て

見

　

る

と、

奘

中
に

は

嵜
生

蟲
の

頭

部
が

あ
る

が
、

併
し
な

が

ら．

其

…
　

の

頭

部
と

嚢
の

内

面
と

は

密
接
に

接

着
し
て

居
る

の

で

は

な

く

…
　

て．

爾

者
の

問
に

多
少

の

間
隙
が

あ
る

。

面

し

て

此
の

間

隙
に

は〜

　

恰
も

血
液
の

凝
固

し
た

や
う
な

黒

褐
色

の

物
質
が

多

少
蓄
積
し、

　

又
、

寄
生
蟲
の

所
謂

疣
默
突
起

の

あ

る

部
分
に

も、

同

糠
の

物
質

　

が

附
着
し
て

贋
た
（

註
二
）

そ

れ
か

ら

又、

厚
い

壁

を
持
つ

て

居
る

球

…
　

淞

嚢
の

構
迸
を

見
る

き、

肉
眼

的
に

も、

夫
よ

む

後
方

の、

寄
生

…
　

蟲
の

頸
部
及

角
献
突

起

を

包
む

部
分
の

、

簡
單
な

膜
默
鸛
を

呈

す

…
　

る

に

反
し、

此

部
は

多

少

肉

質
で

あ
つ

て
、

或
は

何

等
か

特
殊
の

　
　

組
織

構
造
を

示

す

も
の

で

は
な

い

か

と

思
は

れ
る

や
う
に

な

つ

て

窯
縅
織
癖
鍵

雛

　
　

梁
に

任
せ

て

置
け
ば、

結
局

我

身
の

破

滅

と
な

る

外
は
な
い

か
広

、

　

巳

む

を

得
す．

之

を、

あ
る
一

定
の

局

處
内
に

封
鑚
し、

更
に

之

　

に

幾

分
の

食
扶
持

を
も

輿
へ

て
、

片
務
的
な

妥
協
生
活
を
營
ん

で

　

居
る

と
い

ふ

や

う

な

も
の

で

あ
る

。

　
　

　
（

詑
二
）

　
弛
の

部．
分
に

に

之
等
り

現

象
に

認
耽

ら

む
な

い
。

　
　

昨

年

じ．

一

旨
冖
賓
2

及

ノ

＜．

自゚

巨
¢
o

篝
暮
茗

（．、

暫
同

ざ

一
九
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〈180）夫正年
鞠
五五月

丶

十
・

五日

（

難
　

鋒
）

　
O
ク

ロ

シ

ビ

の

稚

魚
に

寄
生
す

る
「

ベ

ソ

ネ

ヲ
」

遑
90

曾
9
暮
罵

留
。・

d
選
言
一

号
ρ

国
騰

琴
Φ

g
響
霧

＄

饗
霽
゜・

富゚
・

角

＄

国
0

琶
首
“

宵
＄

国
o

§
営
霧
Φ
。。噂．．
．、
Oo

日

箕
岩
＆

盪
oo
°

孱

§°− 、、

8
彰

ピ
×

匿
く

頃
H’

屠
9
α

］
Φ

霞
し

は、

膜
翅
類
中
の

U
曙

巨
幽

器

の

幼

　
　

　
　
　
ヨ

蟲
が

、

有

吻
類
中
の

同
翅

類
の

體
内
に

寄
生
す
る

塲
合

、

寄
生

蟲

の

周
園
に

は、

宿
主

の

下

皮
細
胞
の

墸

殖
に

因
つ

て

一

種
の

胞

嚢

が

生
じ

、

而
し
て

そ
の

胞

嚢
は

、

恰

も

彼
の

蟲
褻
の

營
養
層
若
く

は

哺
乳
類
の

胎
盤
の

や
う

に、

其

中

に

存
在

す
る

寄
生

蟲
に

營
養

の

媒

介
を

す
る

も
の

で

あ

る

事

を

認
め、

次

に

叉

斯

様
な

嵜

生

状

態
は

、

全
く
］

）

曙

巨
Ω

器
の

者
に

特
殊

な
も
の

で

あ
る

と
い

ふ

處
か

；、

之
に

胎
盤
性
若

は

蟲
婆
性
寄
生
（ ．、

窟
冨
・。

三
の

日
 

駆
帥

8
艮
巴
同

Φ

宕
σQ
巴

ぽ
皀
 
 

）

と
い

ふ

名
稱
を

附
け
る

と
い

ふ

事
を

述
べ

π
が

、

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
晒

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
へ

肖

分
は

前
邇
し
π
「

ベ

ン

ネ

ラ
」

の

球

擬

嚢
も

或
は

類
似
の

働
を
す

る

も
の

で

は

な
い

か

と
思
ふ
、

　
「

ペ

ン

ネ

ラ
」

に

貫
逋
さ

れ
て

居
る

宿
圭

腹
壁

の

部
分
は

管
歌
を

な

し、．

其

内
面
は

滑
か

で

あ

る
。

そ

れ

か

ら
叉
、

「

ペ

ン

ネ

ラ
」

の

．
頚

部
と．
此
の

管
の

内
面
と
は

密
着
す
る

こ

と

な

く、

若

し
寄
生

蟲

　

第
】

圖
。

頭
部

背
面

圖
．

×

4
す

第
二

圃。

頸

部
前

端

下
面

に

あ

ろ

退

化
し

れ

ザ

　

る

四

對
の

陀

屬
肢。

約
五

十

五

倍
。

1

　

　

角

斌

突

起

　

　
へ

＼
曵堺

　

　

〃

ノ

黒
画
、

丶

ハ
と

　
　

　
ユ

顔
衝

多

■

，

二

Q

に

蓮
動
の

能

力
が

あ
る

な

ら
ば、

多
少
は

動
き

得
る

や

う
に
な

つ

て

居
る

。

　

次
に

シ

ビ

の
「

ペ

ン

ネ

ラ
」

は、

自

分
が

曾
て

本
誌
で

報
告
し
セ

こ

と
の

あ
る

マ

ン

ボ

ウ

の
「

ペ

ン

ネ

ラ
」

と

は
、

著
し
く

形
態
の

相

蓮
す
る

も
の

で、

寧
ろ

ト

§
奮
§

§

§
ミ
ミ

愈
§ 
b
凡

ミ
§

冨
、

o
恥

義

な

ど
に

寄
生
す
る

と
い

ふ

 

§
謹
N

竇

鬟
覧
慧
g

の

方
に

近

似
し
で

居
る

。

即

ち
、

シ

ビ

の
「

ベ

ン

ネ

ラ
」

で

は、

頭

部
の

後

端
に

あ

る

角
状
突
起

が

左
右
の

二

本
丈
で
、

申

央
の

者
が

缺

け
て

居
る

。

巳

砺

も
、

そ

の

存

在
し
て

居
る

二

本
の

突
起
は、

マ

ン

ボ

ゥ

寄
生
の

者

に

比

し
て

著
し
く

長

く

且
つ

細
い

（

聯

こ
つ

そ
れ
か

ら
、

頭

部
の

下

前
面
に

あ

り
、

芝
胃
韆
冫

言
｝
）

霞
。

冨
゜・

な

ど
竜

呼

ば
る

主、

疣
状
突

起
は、

マ ．
ン

ボ

ウ

の

者
よ

リ
シ

ゼ

の

者
の

方
が

數
が

少
な

（

て

形

が

大
き

く、

且

つ

そ

れ

は

前
者
で

こ

そ

稍
疣
状
の

觀

を
呈
す

る

が
、

後

者
で

は

寧
ろ

樹
枝
状
で

あ
つ

て
、

之

を

疣
状
突
起
と

呼
ぶ

よ

毒

は

樹
枝
腴
突

起
と

穩
す
る

方
が
一

層

適
切

で

あ
る

位
で

あ
る

。

殉

ほ
、

後
者
に

は
、

前
記
中
央
の

樹
枝
歌
突
起
部
を

取
卷
い

で
、

其

の

周

園
に

左
右

各
々

三

個
づ

柔

の、

稍
大

き
な
、

而

し
て

簡

單
な

、

之

こ

そ

疣
状
突
起

と
稱
し

て

差

支
な
い

や

う
な

突
起
が

並

ん

で

居

る

が
、

前
者
に

は、

全

く
其
の

様
な

物
が

認
め

ら

れ
の

。

更
に
叉

、

シ

ビ

寄
生
の

者
で

は、

頸
部
前
端
の

腹
面

正

中

線
に

、

退
化
し
π

附

屬
肢
の

痕
跡
と
言
は

れ
る

微
細
な

四

封
の

突
起
が

あ
る

が
八

臨
二

） 、

マ

ン

ボ

ウ

寄
生
の

者
で

は、

其
中
の

最
前
の
一

羯、

或
は

全

體
の

突
起
の

中
の
一

ー
二

個
（

劉
に

あ

ら

す
）

が
、

簡
單
な

針
釈
突
起
と

し
て

殘
る

許
も

、

他
は

殆
ん

ど
消
滅

し
て

居
る

。

角
他
徇

ほ、

一．
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般
體
形
の

著
し
く

小

な

る

點、

體
に

環
節

默
構
造
を
認

め

ざ

る

點、

及、

後
腸

都
に

着
生
す
る

絲

默

突

起
の

比

較
的

長
く

し
て

其
の

分

岐
法
の

簡
單
な

る

點
な

ど
で

も
、

前

者
即
ち
シ

ゼ

の

者
は

、

明
か

に

後
者

と

異
つ

て

居
る

。

　

本
蟲
の

測

定
表
は

禿

の

如

く

で

あ
る

。

但
し．

標
本
は

二

個
あ

る

が

其

中
の
一

個
に

は

卵
絲
が

缺

け

て

居
る

か

ら、

竝
に

は
、

他

の
一

幗
の
、

完
全
な

者
の

測
定
表
の
み

を
竭
げ
る。

併
し、

兩
者

共
、

其

大
さ

は

略

ぽ

同
一

で

あ
る

．

　

全

體
長
（

卵

糸
奄

除

く
。

但

し

糸
舩

突

起
に

測

る

Y
；

…

…・
…

…
…

六

〇

粍

　

頭

長
（

角
歌

突
起
笏

基

部
迄

瀾
ろ

∀・
…
…

：

・
：

：

…
：・

；
・
…

：

…

三・
五

粍

　

頭

幅

…
−
h

：

…D・
…
レ

…・・
…

…
…

…

：
：

…・

…
…
…・

…
・〜

…
：

・
　
五

粍

　

角

飛

突
起
の

長
さ

　
：

…
：

：

；

…・
F
三・

…

…
；・
：

…・
…・
…
…
一
一
・
五

粍

　

同

上

太
さ

（

中
央

部
の

直

雛
）

・・
　
：

　・
…

　

：

…
：

：

：
：・
…

：

…
O・
五

粍

　

角

耿

突
起

の

墓
部
よ

り

後
胴
部
の

前

端

迄
の

長
さ

（

本

種
に

て
口

頸

部
と

　

　

夫

以
後
の

部

分
と

の

縫

餘
リ

朋
双

ら

で
）

…

…

：

：

「
鹽

　・
・
…
…
：

四一
一‘
粍

　

同

上

前
牛
（

頸

部
に

賞
る

部
分
）

の

太
さ

…

…

…
：

−

…

…・・
…

…

　
…
一
・
八

粍

　

同

上

後

牛
の

太
さ

　

…

…

・
：

…
：

・
：
：

・
　

：

・
　

…

　
：

二
・
五

粍
．

　

後

胴

部
の

長

さ

…
：
：

…
：

…

…
・
…

…

…
…

…

…

：

：

…

…

…
：

一

〇

粍

　

卵

兼
り
長

さ

…・

…
…

…

…
：・・

…
…

三

…・
…

　
−・・
…
・

…

六

〇

耗

　

同
上

太
さ

，・，
：

：

：．

：．・
：・．

…
：

…

：r・
：・
：．．．
…

…
：

：

，．
　

Q・
三

九

粍

　

宿

主
の

體
外
に

現

は

れ

居
れ

る

部

分
の

長

さ
（

卵
糸

を

除

く
）

　
…

…

約
三

六

粍

　

色
は

、

頭
部
及
卵
絲
共

に

麥
藁
色
で

卵
絲
は

殊
に

黄
味
が

勝
つ

て

居
る

。

角
状
突
起
は

大

體
頭

部
と

同

色
で

あ
る

が
、

其

先
端
は

稍
汚

褐
色
を
帶
び、

夫
れ

以

後

の

總
て

の

部
分
は

絲
駄
突
起
も
共

に

多
少
紫
が

主

れ

る

次
黒

色

を

呈

し
て

居
る

。

（

フ

ォ

川

マ

ヲ

ン

標

本
）

。

（

縣

　

　

録
）

　
∩
）

ク

ロ

シ

ビ

の

稚
巒川
に

寄
生
詫

〜

ろ
「

ペ

ン
・
冷

ラ
し

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

蠢

莫
讐
乞

…

…
の

鬟
・

竃
塁
∴

・・
．

ミ
・
．

H
、

．

冥．

に

類

似
し
て

居
る

が、

併
し
な

が

ら
な

ほ

兩
者
の

血

　

聞
に

は

多
少
の

相
蓮
が

あ

る
、

今
そ

の

相
違
の

主

な

る

二
、
i

三

の

　

 

　

點
を

列

舉
す

る

と
下
の

や

う
で

あ
る

。

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

 

　

　
（

一
）

　
飼 、°

寒

ミ
ミ、

樹
枝
状
突
起

が

多
く、

頭

部
の

下

面
は

全
゜

旧

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

N

　

ζ

之
が

鳥
に

被
は

れ

て

居
る

。

　

　

本
蟲。

樹
枝
歌
突

起

が

割
合
に

少

く、

而

し
て
、

夫

等
は

頭
部
下

　

面
の

中
央
に

集
合
し、

其
の

周

圍
に

更
に

六

個
の

大

形

な

疣
朕
突

　

起
が

認
め

ら

れ

る．

 皿
　

　
（

二
）

　
N、°

鬟
ミ

誉
野

角
默
突

起
は

基

部
が

最

も

太

く、

先

端
に

　

向
て

吹

第
に

細
く
な

つ

て

居
る

。

…
　

　

本

蟲
、

恰
も

其
の

反

翼
で、

先
端
は
や

主

著
し
ぐ

膨
れ、

全

體
と

…
　

し
て

少
し
く

緬

長
い

視

棒
献

を

呈
し
で、

居
る

。

　

　
（

三
）

N）°

農
ミ
奥
“°

頚
部

先
端
の

腹
面
に

在

る

四

對
の

附
屬
の

…
　

痕
跡
は

皆
同

大
。

…

小

穣
黝

鎚
蠣

鞴
營
緜
ゼ

謹
綴
→

蟄

　

大
さ

ー
1

長
さ

○・
二

八

四

粍、

幅

〇
二

四
二

粍。

第
四

勢
の

大

　

さ
−

i
長
さ

〇
二

七

八

粍、

輻
0・
〇

五

三

粍
。

（

鱒
肱

圏
）

。

　
　
　
．

〜
　

　
（

四
）

　
 露

寒
ミ
ミ

鬢

後
胴

部
の

絲
默
突
起

十

六

劉
。

基

部
に
近

　

く
屈
曲

點
あ

b・、

僅
數
の

者
の

み

が

叉

状
に

分

岐
し
て

居
る

。

　

　

本
蟲凵

絲
状
突
起
二

十
甥

。

墓

部
に

屈
曲
點

無
く

　
但
し、

屡

　

屡、

所
々

に、

恰
も

菌
類
で

も

寄
生
し
忙

や

う

に、

多
少

腫
脹
し

　

詫

部
分
は

あ

る
）

、

且

つ
、

大
部
分
の

者
は

、

二

叉
、

三

叉
、

若
く

二

一

▼
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最

録
）

o
橋

禁
寒
篶
類

o

護
産
「

守
力

こ
の
一

種
‘

は

凶
叉

し、

分
岐
せ

ざ
る

者
は

僅
か

に

ニ

ー

三

に

過

ぎ
ぬ

。

　
本
蟲

が
新
種

で

あ

る

や

否
や

を

決

定
す

る

に

は、

今
少
し

多

數

の

標
本

檢
査

と
丈

献
の

調
査
と
を
せ

ね

ば
な

る
諏

。

（

石
井
重
美
）

　

　
　

●
橋
杭
を

食
ふ

等
脚
類

　

橋
杭
等
の

太

材
に

穿

孔

す
る

等

脚

類
と

し
て

有

名

な

る

は

ト

§
爭

ミ
皆

な

る

が
、

こ

れ

と

は

全

く

異
な

る

等

脚
類

に

し
て
、

習

性
は

相

似
耙
る

も
の

を

市
村

塘
氏
が

郵

迭
せ

ら

れ

だ

る

を

檢
し

詑

る

に

頓
旭

ぎ
ミ
o

ミ
象

毳

§
N

ミ
鼠
晦

劉
Ho

国

勇
岳
o
頃

の

記
載

と
挿
圖

と
に

よ

く
符
合
し、

該
標
本
は

此
種
に

屬
す

と
斷
定

し
て

差
支
な

き

を

確
め

得
だ

り。

恥
チ

ァ

ー

ド

ソ

ン

の

標
本

は

ヨ
ォ

劃

ダ

ン

及

ズ

爿
ギ

ダ

L
の

採
集
せ

る

長
崎
産
の

も
の

な

る

が、

市
村
氏
は

加

賀
大
野
川
橋
杭
及

同

國
粟
ケ

崎
橋
杭
に

於
て

得
ら
れ

セ

リ
。

原
記

載
と
の

最
も

著
し

き

差
異
は、

市
村
氏
の

標
本
に
て

は

尾
脚
の

内

枝
も

稍

可

動
的
な

る

事
に

し
て

、

同

枝
の

不

可

動
的
な
る

事
は、「、
ス

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
…

フ
ェ

ー

ロ

マ

」

屬
の

み

な

ら

す
、

「

ス

フ
ェ

ー

ロ

マ

」

科
の

特
徴

と
な

し

あ

る

に

想
到
せ

ば
漕

其

差
異
の

極
め

て

重
大
な

る

が

如
き

感
を

抱

か

し
め

す
ん

ぱ
あ
ら

す
。

然
れ

ど
も、

リ

チ ，
瓦

− ー

ド

ソ

ン

の

本
種

の

記

載
が

殆

ど
表

面
的

に

止

り
、

深
く

附
屬

肢

の

如

何

を

設
か

ざ

る

を
以

て

見
れ
ば、

こ

3
に

述
べ

控

る

内
枝
の

可

動
も

同

女
史
の

注

意
を

洩
れ
把

る

な

る
べ

し

と

推

測
し
て

可

な
る

が

如
く

思
は

る
。

叉
、

産
地

に

よ

り

て

多
少

の

變
異
あ
る

は

免
れ

難
き

所
な

れ
ば、

上

述
の

差
異
の

如
き
も

之

を

許
容
し

得
る

範

園
内
に

あ
b
と

も

云

ふ

べ

し
。

勿

論
最
後
の

噺

案
は

原

記

載
に

省
か

れ
把

る

其

他
の

附

曝

二

二

屬
肢
の

状
態
を

模

式
標
本
に

就
て

檢
し

だ

る

上
の

事
に

属

過

う
。

　
リ

チ

ァ

書

ド

ソ

ン

の

本

種
の

記
載
に

は

木

材
を

食
ふ

と
い

ふ

摺

性
の

記

逋
を
鮫
ー

．

三
・

．

−

・

ご
属
に

属
す
る

も
の
ド

七
で

、

轎

杭
を
穿

孔
す

る

を
以

て

有
名
な

る

も
の

に

幹
へ

N

ミ
ミ
窪

ミ

園

ざ
争

轟
舘
o
嗜

　
あ

b
。

此

種
は
咽

”

ン

レ
ボ

、
ジ

襌
渥
艶 ，

ろ

川

の

橋
杭
を

峰
集

腴
に

穿
孔

す
。

橋
杭
の

末
端
を

見
れ

ば

年

輪
と
李

行

し
て

同
心

輪
囓

を

な

し
て

穿
孔

排
列

し、

該
等

脚
類
が

軟
材
を

好
む

を

示
す

と
そ
漕

此

種

と
同

樣
に

本
種
に

て

も

強

大
な
る

大

顎
が

上

屠
上

に

著
t
く，

突
出
し

、

如
何
に

破

壊
作

用
に

適
せ

る

か

を

思
は

し

む
。

標
本
と呻

同

壜
内
に

あ
る

小

木

片

を

見

る

に、

米
國
種
の

塲
合
と
同

じ
く、

食

害
が

主

と

し
て

木

理

に

凖

行

し
て

進

み、

此

に
垂

直
な

る

塲
合

　
゜

は

多
か

ら
ざ
る

を
認
む

。

本
種
は

第
四
高
等

學
校
に
て

生
徒
の

實

驗
材
料
に

供
す
る

由
な

れ
ば、

今
後
數
多
の

面
臼
き

觀
察
途

げ
ら

る

主

事

な

る
べ

し
。

　
　

　
　

　
　
　

　
　
（

寺
尾

　
新
）

　

　

、

　

　
　

●
臺
灣
産

「

ペ

リ

カ

ン

」

の
一

種

　
臺
南
廳
の

博
物
館

に

は

數
年

前
に

綵

集
せ

ら
れ

趁

る

同

島

産

「

ペ

リ

カ

ン

」

の
一

種

を
陳
列
せ

り、

さ

れ

ど
不

幸
に

し
て

未

だ

學

界
に

報
告
せ

ら
れ

ざ
り

き
。

然

る

に

去

夏
飯
塚
が

同

島
硯

察
に

赴

き

し

際
此

標
本
あ
る

を
知
り、

寫
翼
其

他
の

記
載
を

添
へ

途
ら

れ

度
き

旨
を

依

頼
し

置
き

た

り
。

其
後
臺
南
廳
殖
産
係
な
る

中
山

勝

氏
よ

り

依

頼
の

も
の

全

部
到

着
し
セ

る

に

よ

り、

之

を
黒
田
に

示

し

そ
の

種

名

鑑

定
を

な
さ

し
め

控
b

。

其

結
果
に

よ

れ

ば
殆
ん

ど

疑
ひ

な

き

』

ミ
ミ
§
ミ
の

ミ、
叫

穏
峯

罰
豺

φ
o

轡

の

成
鳥
な

る

こ

と

を

知
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